
国有林野事業の取組

　
森
林
・
林
業
の
現
場
で
は
、
施
業
の
機
械
化
や
効
率
化
、

森
林
の
保
全
管
理
な
ど
、
日
々
新
し
い
取
組
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
森
林
管
理
局
等
に
お
い
て
も
、
林
業
の
低
コ
ス

ト
化
や
鳥
獣
被
害
対
策
、
地
域
の
森
林
・
林
業
関
係
者
と

連
携
し
た
取
組
な
ど
、
様
々
な
事
業
や
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
林
野
庁
で
は
、
そ
れ
ら
の
取
組
成
果
を
広
く
普
及

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表

会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
発
表
会
は
、
12
月
4
日
に
開
催
さ
れ
、﹁
森
林

技
術
部
門
﹂、﹁
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
﹂、
昨
年
度
か
ら
新
設

し
た﹁
森
林
保
全
部
門
﹂の
3
部
門
で
、
計
24
課
題
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
今
年
度
は
新
た
に
森

林
技
術
総
合
研
修
所
林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
特
別

発
表
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
部
門
に
お
い
て
林
野
庁
長
官
賞︵
最
優
秀

賞
︶を
受
賞
し
た
３
つ
の
発
表
課
題
と
林
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
の
特
別
発
表
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成26度 国有林野事業
業務研究発表会

森
林
技
術
部
門

民
国
連
携
に
よ
る
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て︵
指

標
林
の
設
定
︶

	
  
	


	
  
	


	
  
	


	
  
	
	


	
	

	
  
	


	


	
  
	


	


	


	


の
下
、
地
域
の
林
業
関
係
者
を
中
心
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
候
補
地
の

検
討
や
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
13
箇
所
の「
指
標
林
」を
設
定

し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
や
実
効
性
の
あ
る
森
林
経
営
計
画
作

成
等
へ
の
糸
口
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
国
連
携
に
よ
る
一
連
の
活
動
を
通
じ

て
、
関
係
者
間
で「
森
を
見
る
モ
ノ
サ
シ
」の

共
有
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
民
有
林
・
国

有
林
双
方
の
担
当
者
の
ス
キ
ル
も
ア
ッ
プ

し
、
地
域
の
人
材
育
成
へ
と
繋
が
り
ま
し

た
。

　
今
後
、
民
有
林
の
市
町
村
森
林
整
備
計
画

及
び
国
有
林
の
施
業
実
施
計
画
の
編
成
・
実

行
に「
指
標
林
」を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
、

	


	
  

	
  

	


	


	
  
	


	
 	
 	


	
 	
	


	


	


　
森
林
の
持
つ
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵か
ん

養

等
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
し
て
い

く
た
め
に
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
計
画

的
に
森
林
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署
で

は
、
岐
阜
県
の
現
地
機
関
で
あ
る
飛
騨
農
林

事
務
所
と
連
携
し
、
地
域
に
現
存
す
る
森
林

の
中
か
ら
将
来
目
指
す
べ
き
森
林
の
姿
の
具

体
例
と
な
る
林
分
を「
指
標
林
」と
し
て
設
定

し
、
地
域
に
応
じ
た
森
林
施
業
の
進
め
方
や

森
林
所
有
者
等
と
の
合
意
形
成
に
役
立
て
る

こ
と
で
、
市
町
村
や
地
域
の
森
林
所
有
者
等

の
策
定
す
る
計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
「
指
標
林
」の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
民
有

林
・
国
有
林
両
方
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
主
導

中
部
森
林
管
理
局
　

飛
騨
森
林
管
理
署

稲い
な
が
き垣

　
正ま
さ
き紀

岐
阜
県

飛
騨
農
林
事
務
所

中な
か
だ
に谷

　
和か
ず
し司
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東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署（
以
下「
東
濃
署
」）で

は
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
た
め
、
岐
阜
県
の
現
地
機
関
で
あ
る
恵
那

農
林
事
務
所（
以
下「
恵
那
事
務
所
」）と
連
携

し
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
概

要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
国
有
林
の
活
用
に
関
す
る
連
携︵
恵
那
農

業
高
校
生
の
国
有
林
で
の
学
習
等
︶

　
東
濃
署
で
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
国
有

林
の
活
用
を
模
索
し
て
お
り
、
恵
那
事
務
所

と
岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
校
で
は
、
森
林
環

境
教
育
の
実
施
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
同
校
の
生
徒
を
対
象
に
国

有
林
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
森
林
環
境
教

育
の
実
施
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

１
年
生
は
、
森
林
施
業
・
木
材
伐
採
搬
出
現

場（
国
有
林
）か
ら
民
間
の
木
材
市
場
・
製
材

所
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
巡
り
、
森
林
整
備
か

ら
家
造
り
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
学
び
ま
し

た
。
２
年
生
は
、
木
曽
ヒ

ノ
キ
の
天
然
林
で
森
林
生

態
や
森
林
管
理
、
植
生
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
年
生
は
、
実
際

に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て

間
伐
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

打合せ会議の様子プロジェクトチームの皆さん

現地調査の様子

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
の「
目
標
林
型
」が
イ

メ
ー
ジ
出
来
る「
指
標
林
」を
設
定
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
森も

り林
づ
く
り
を
よ
り

一
層
促
進
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所
と
東
濃
森
林

管
理
署
の
連
携

中
部
森
林
管
理
局
　

東
濃
森
林
管
理
署

大お
お
の野

　
裕ひ
ろ
や
す康

岐
阜
県

恵
那
農
林
事
務
所

竹た
け
う
ち内

　
智と
も
え絵

・協定者間で路網整備の調整体制ができていない。 
・整備目的や費用対効果など各論になると関係者間の意見が 
  一致しない。 

路網整備では 

・各々の計画や予算で事業を実施しており、連携までに至って 
  いない。 
・一体発注など理想であるが現実的には調整できる項目が見い 
  だせていない。 

森林整備では 

 森林共同施業団地における課題 

②
民
国
連
携
に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進︵
森
林
共

同
施
業
団
地
に
お
け
る
路
網
整
備
の
検
討
︶

　
東
濃
署
で
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
効
率
的
な

森
林
整
備
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
民
有
林

所
有
者
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
中
津
川
市

加か

し

も
子
母
地
区
に
お
い
て「
森
林
共
同
施
業
団

地
」を
設
定
し
て
い
ま
す
。
東
濃
署
と
恵
那

事
務
所
が
中
心
と
な
り
、
協
定
参
加
者
と
と

も
に
、
来
年
度
以
降
の
民
有
林
・
国
有
林
を

通
じ
た
効
率
的
な
路
網
整
備
等
の
実
現
に
向

け
た
現
地
踏
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確

に
し
、
路
網
の
開
設
に
向
け
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
整
理
・
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

1年生・国有林の木材伐採搬出現場にて

1年生・モデルハウスにて 2年生・木曽ヒノキの天然林にて

3年生・間伐実習
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業
に
よ
っ
て
天
然
林
の
里
山
で
あ
る
現
在
の

姿
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
永
納
山
治
山
事
業

に
つ
い
て
、
愛
媛
森
林
管
理
署（
以
下「
愛
媛

署
」）治
山
史
に
没
し
て
い
た
先
人
の
偉
業
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
調
査
を
実
施

製塩業(窯焚き作業時に薪を使用) 造船業

はげ山化の原因

四
国
森
林
管
理
局
　

愛
媛
森
林
管
理
署

福ふ
く
だ田

　
薫
か
お
る

森
林
保
全
部
門

大
正
時
代
の
治
山
事
業
調
査

大正5年の永納山国有林35林班

人力での工事施工風景
（つるはしによる掘削、客土の採取・運搬等）

  

愛
媛
県
に
あ
る
永え
い
の
う
ざ
ん

納
山
は
、
大
正
5
年

（
1
9
1
6
年
）当
時
は
見
る
も
無
残
な「
は
げ

山
」の
姿
で
あ
り
な
が
ら
も
、
山
全
体
を
人
力

で
階
段
状
に
掘
削
し
、
緑
化
を
行
う
治
山
事

現在の永納山

積苗法図

壌
は
花
崗
岩
が
分
解
し

た
砂
質
土
壌（
ま
さ
土
）

③
地
域
の
森
林
・
林
業
へ
の
貢
献

　
地
域
材
の
利
用
促
進
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
カ
レ

ン
ダ
ー
の
作
成
や
市
町
村
森
林
整
備
委
員
会

へ
の
技
術
的
支
援（
市
町
村
森
林
整
備
計
画

に
お
け
る
天
然
更
新
の
考
え
方
の
整
理
）を

実
施
し
ま
し
た
。

　
恵
那
事
務
所
と
東
濃
署
は
、
民
有
林
と
国

有
林
が
一
体
と
な
っ
て
森
林
整
備
・
管
理
を

進
め
る
上

で
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で

あ
り
、
今

後
と
も
相

互
理
解
を

深
め
、
連

携
を
進
め

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

積極的に連携 

ま　と　め 

地域住民、民有林関係者などが何を望むのか念頭に 
!

地域の森林・林業の再生を目指す 

情報収集・情報発信・提案・意見交換 

し
ま
し
た
の
で
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

　

調
査
に
当
た
っ

て
は
、
愛
媛
署
及

び
公
立
図
書
館
で

の
資
料
の
収
集
、

現
地
施
工
箇
所
の

踏
査
や
周
辺
住
民

か
ら
の
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
林
野
庁
が

平
成
25
年
度
に
公

ま
し
た
。

　
当
時
は
、
日
本
各
所
で
は
げ
山
復
旧
工
事

が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
様
々

な
治
山
工
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
永

納
山
に
お
い
て
は
、
大
三
島
と
と
も
に
、
近

畿
地
方
を
中
心
に
施
工
さ
れ
て
い
た
山
腹
工

法（
積
苗
工
）を
採
用
し
、
緑
化
に
成
功
し
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
に
至
る
ま
で
当
地
域
に

お
い
て
大
き
な
山
腹
崩
壊
は
発
生
し
て
お
ら

ず
、
現
在
で
は
永
納
山
全
体
が
樹
木
と
厚
い

表
土
に
覆
わ
れ
る
な
ど
、
土
砂
流
出
防
止
機

能
、
水
源
涵か

ん

養
機
能
と
い
っ
た
公
益
的
機
能

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

表
し
た「
後
世
に
伝
え
る
べ
き
治
山
〜
よ
み

が
え
る
緑
」に
選
定
さ
れ
た
愛
媛
県
今い

ま
ば
り治
市

大お
お
み
し
ま

三
島
に
お
け
る「
護
山
治
水
」が
永
納
治
山

工
事
に
酷
似（
施
工
時
期
、
施
工
内
容
、
地

質
、
被
害
状
況
等
）し
て
い
た
た
め
、
大
三

島
の
事
例
に
つ
い
て
も
現
地
調
査
や
資
料
収

集
を
行
い
本
研
究
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

　
永
納
山
が
は
げ
山
と
な
っ
た
原
因
は
、
古

く
か
ら
の
薪
炭
材
等
と
し
て
の
乱
伐
と
風
化

侵
食
し
や
す
い
花
崗
岩
質
に
よ
る
も
の
で
、

豪
雨
に
よ
る
土
石
流
や
洪
水
が
相
次
ぎ
、
人

畜
・
家
屋
・
田
畑
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
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お
わ
り
に

　
本
発
表
会
で
は
、
平
成
25
年
度
に
は
発
表

部
門
の
統
合
・
新
設
を
行
い
、
今
年
度
は
新

た
な
試
み
と
し
て
森
林
技
術
総
合
研
修
所
林

業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
特
別
発
表
も
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
部
門
の
審
査
委
員
か
ら
も
、
本

発
表
会
に
関
し
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
林
野
庁
の
取

組
成
果
を
広
く
普
及
し
て
ま
い
り
ま
す
。
来

年
度
も
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

軟
弱
地
盤
に
作
ら
れ
た
森
林
作
業
道
で

は
、
轍わ

だ
ちの

形
成
な
ど
に
よ
る
作
業
性
の
悪
化

を
防
ぐ
た
め
、
多
く
の
現
場
で
路
面
に
丸
太

を
敷
き
並
べ
、
こ
の
上
を
走
行
す
る
な
ど
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
車
両
の
キ
ャ

タ
ピ
ラ
が
滑
る
な
ど
安
全
性
を
損
な
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
軟
弱
路
盤
に
お
い
て
車
両
の
走

行
性
を
確
保
す
る
と
同
時
に
安
全
性
も
高
め

る
た
め
の
丸
太
埋
設
工
法
の
検
討
及
び
、
丸

太
の
安
定
を
図
る
た
め
縦
割
り
に
し
た
丸
太

の
効
果
に
つ
い
て
の
検
証
も
行
い
ま
し
た
。

　
試
験
の
方
法
と
し
て
は
、
丸
太
を
敷
並
べ

た
路
面
走
行
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、

キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
滑
り
や
す
さ
を
計
測
し
ま
し

た
。
試
験
区
は
、
丸
太
の
有
無
、
丸
太
を
埋

設
す
る
深
さ
、
丸
太
の
種
類
に
よ
り
５
つ
設

定
し
ま
し
た
。
丸
太
を
埋
設
す
る
深
さ
に
つ

い
て
は
、
従
来
通
り
路
面
に
丸
太
を
敷
く
も

の（
０
㎝
埋
設
）と
、
20
㎝
の
深
さ
に
埋
設
す

る
も
の（
20
㎝
埋
設
）を
設
定
し
ま
し
た
。
な

特
別
発
表

林
業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
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概
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試
験
研
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「
軟
弱
路
盤
に
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る
丸
太
埋
設
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効
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」
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卓た
く
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森
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林
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研
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業
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研
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究
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秀ひ
で
の
り典

研修生の走行風景

軟弱路盤に対する丸太埋設の効果 

富元雅史　波崎卓巨　清水直喜　加利屋義広（林業機械化センター）　 
鈴木秀典　猪俣雄太（森林総合研究所） 

試験の目的 
!! 機械の走行性を確保し、安全性を高めるための
丸太埋設工法の検討。 

!! 丸太の安定を図るため、縦割した場合の効果に
ついて検証。　 

沈み込み 
暴れ 

安定 

の
比
較
や
操
作
性
に
つ
い
て
研
修
生
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
軟
弱
路
盤
で
の
丸
太
の
埋
設

は
、
轍
の
形
成
を
抑
制
し
、
走
行
性
の
確
保

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
埋
設
0
㎝
の
場
合
、

勾
配
の
大
き
い
と
こ
ろ
で
は
ス
リ
ッ
プ
の
危

険
性
が
高
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
埋
設
0
㎝

の
場
合
、
車
両
の
操
作
性
の
悪
化
に
加
え
、

オ
ペ
レ
ー
タ
へ
の
精
神
面
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
よ
り
、
車
両
の
走
行
性
と
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
丸
太
を
路
体
表
面
に

出
さ
ず
、
土
で
覆
い
埋
設
し
た
方
が
よ
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
縦
割
り
丸
太
の
効
果
や

埋
設
の
深
さ
の
検
証
、
経
年
変
化
の
把
握
や

分
析
等
が
今
後
の
課
題
で
す
。

試験区の設定 
!!

 
!!

3 

試験区の設定 

4 

お
、
20
㎝
埋
設
と
し
た
の
は
、
轍
の
深
さ
が

20
㎝
を
越
え
る
と
車
両
の
走
行
が
困
難
と
な

る
た
め
で
す
。
丸
太
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

丸
太
の
ま
ま
使
用
す
る
も
の
と
、
縦
割
り
に

し
た
丸
太
を
使
用
す
る
も
の
を
設
定
し
ま
し

た
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
区
に
お
い
て
、

３
㎥
積
み
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で
空
荷
走
行
を
行
い
、

丸
太
な
し
の
試

験
区
に
お
い
て

走
行
が
困
難
と

な
っ
た
27
往
復

後
に
、
走
行
前

後
の
横
断
形
状

横断形状（轍）の測定
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